田代の七ツ釜

雪国のダイナミックな景観には、自然好きを魅了するユニークな地形が数多くある。そのひとつが「田代の七ツ釜」である。釜川の渓谷に、7つの滝が釜のように連なっている。

滝は、十日町の中心部を流れる雄大な清津川の支流、釜川の約1キロの区間にある。川は、何千、何万もの角柱が茅のように組み合わされたような、急勾配の石垣の間を流れている。

新潟出身で、19世紀の雪国生活の有名な記録家である鈴木牧之は、彼の代表的な著作『北越雪譜』の中でこの岩を描写している。 彼は、そのまっすぐさが素晴らしく奇妙だと言い、自然が石工と同じ規則性を生み出すことができることに驚嘆した。今日では、これらの奇妙な地層は「柱状節理」の一例であり、マグマの冷却によって形成された火成岩のほぼ六角形の柱の集まりであると理解されている。

奇岩が醸し出す異様な雰囲気のためか、この滝は地元の民話によく登場する。滝の最上部にまつわる有名な話では、近くの村の鉄砲うちの豪傑が滝つぼに釣りに来た。しかし、滝つぼは大きな蛇に守られていた。猟師は大蛇に一度だけ網を打つと約束したが、大漁に興奮して二度目を打ってしまった。約束を破ったため、漁師は大蛇に呪われ、すべてを失うまで苦しめられた。

滝を間近で見たい人のために、川に沿ってハイキングコースが整備されている。目を凝らすと、隣接する七ツ釜公園で神話に登場する大蛇を見つけることができるかもしれないが、これはオーストラリア人アーティスト、アン・グラハムによるアート・インスタレーションであり、決して危険なものではない。
